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セッション内容

１．既存調査事業の公開データの整理

Educause CDS を中心に（３０分）

２．2018 Top 10 IT Issuesを中心に各大学の状況

（パネル・６０分）

１）大阪大学（森原一郎）、４）広島大学（渡邉英伸）

２）東京大学（玉造潤史）、５）九州大学（岡田義広）

３）京都大学（森村吉貴）

３．その他

1



既存調査事業の公開データの整理
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内容

１） 大学のICT戦略のためのITベンチマーキングとは

２） AXIES／ITベンチマーキング部会の取り組み

３） ICTに係わる既存の調査事業とその内容
a. 学術情報基盤実態調査

b. EducauseのCore Data Service

c. 「高等教育機関等におけるICTの利活用に関する調査研究」

– 調査事業

• 事業名称、実施者、調査時期、調査対象、回答率・数

• 目的

• 調査項目

４） 公開データの整理
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１）大学のICT戦略のためのITベンチマーキングとは

ベンチマーキングとは

• "経営や業務・ビジネスプロセスの非効率な部分を改
善するため、他分野における優良事例（ベストプラクテ
ィス）を探し出して分析し、それを指標（ベンチマーク）
に自社の活動を測定・評価して、変革を進める経営改
善手法のこと。“

[1] ITmediaエンタープライズ、情報システム用語辞典：ベ
ンチマーキング(benchmarking)

http://www.itmedia.co.jp/im/articles/0503/03/news104.html
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大学のICT戦略のためのITベンチマークとは

• “大学の経営や業務・教育研究プロセスのICTに関わる非効
率な部分を改善するため、他大学（同規模）や他分野におけ
る優良事例（ベストプラクティス）を探し出して分析し、それを指
標（ベンチマーク）にICTに関わる活動を測定・評価して、変革
を進める経営改善手法のこと。“

目的
• 大学のICTに関わる経営や業務・教育研究プロセスの効率化

＝＞イノベーション（変革）
方法
• 他大学（同規模）や他分野における優良事例（ベストプラクティス）を探

し出して分析
• 大学のICTに関わる活動を測定・評価して変革を進める

１）大学のICT戦略のためのITベンチマーキングとは
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１）既存調査事業の提出データをAXIES加盟大学で共有

・ CIO部会の協力を得てデータ収集，各大学に依頼（未）

・ 当部会においてデータの整理・分析

・ 既存調査事業の報告書等も含め整理し報告

（部会員の募集，学生アルバイト等による補助が必要）

２）ICT活用事例（先進的、ユニークな取り組み）の紹介

３）Educause CDS Top 10 IT Issuesの各大学の状況

2） AXIES/ITベンチマーキング部会の取り組み
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３）ICTに係わる既存の調査事業とその内容

a. 学術情報基盤実態調査(文科省、毎年実施)

b. Core Data Service（Educause、毎年実施）

c. 「高等教育機関等におけるICTの利活用に関する調査」

H27年度から、AXIES・ICT利活用調査部会が実施
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・事業名称、実施者、調査時期、調査対象、回答率

a. 学術情報基盤実態調査、文部科学省、年１回（秋）、国公私
立大学、100%

目的

国公私立大学の大学図書館やコンピュータ・ネットワーク環
境の現状を明らかにし、その改善・充実への基礎資料とする
ため、平成１７年度から学術情報基盤実態調査を毎年実施

調査大項目（H29年度）
1.組織・運営体制、2.学内LAN（学内ネットワーク）の整備状況、3.
ネットワーク装置等整備状況、4.教育への活用、5.セキュリティ、6.
高速計算機、7.クラウドの運用、8.課題

https://www.e-stat.go.jp/stat-
search/files?page=1&toukei=00400601&tstat=000001015878

３） ICTに係わる既存の調査事業とその内容(a)

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/28/03/1368704.htm
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&toukei=00400601&tstat=000001015878
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a. 学術情報基盤実態調査ー調査項目

1. 組織・運営体制
1. 情報戦略の策定状況、2. コンピュータやネットワークの管理・運用の実務を行う主たる組織、3. 

業務の外部委託の状況

2. 学内LAN（学内ネットワーク）の整備状況
1. 学内LAN、2. 対外接続、3. 無線LAN、

3. ネットワーク装置等整備状況
1. ネットワーク装置等の整備状況、2. パソコンの整備状況

4. 教育への活用
1. 情報リテラシ－教育、2. ネットワークを介した遠隔教育、3. 講義のデジタルアーカイブ化

5. セキュリティ
1. セキュリティ対策の実施状況、2. 認証基盤の構築

6. 高速計算機
1. 保有及び利用状況、2. 設置状況

7. クラウドの運用

8. 課題
1. 組織・人員面、2. 経費面、3. 施設設備面

9



九州大学UIプロジェクト Kyudai Taro,2007

10

・事業名称、実施者、調査時期、調査対象、回収数

b. Core Data Service、EDUCAUSE、年１回（秋）、大学、800

強の大学（2017）？, 2,400加盟大学（300米国外）？

目的

Colleges and universities use Core Data Service 

benchmarks to inform IT strategic planning and 

management.

調査大項目（H29年度,2017）

01.組織・人員・経費、02.支援サービス、03.研究用計算サー
ビス、04.情報システムとアプリケーション、05. 能力と技術の
展開(オプション)

３） ICTに係わる既存の調査事業とその内容(b)

https://library.educause.edu/resources/2018/5/core-data-

service-survey-instruments-2011-present

http://www.educause.edu/research-and-publications/research/core-data-service
https://library.educause.edu/resources/2018/5/core-data-service-survey-instruments-2011-present
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b. Core Data Serviceー調査項目

01 組織・人員・経費

Q1-3.最高IT管理者/身分、Q4.IT関連問題、Q5.技術採用、Q6.サービス提供、Q7.会
計年度、Q8.中央IT財源、Q9.学生の技術料、Q10-11.中央IT支出、Q12.IT分野にお
ける中央ITの支出額、Q13.運営、成長、変革(transform)における中央ITの支出額、
Q14.中央IT人員、Q15.分散IT、Q16.マルチキャンパスシステム/地区、Q17.アメリカ
外の組織、Q18-19.補足情報、Q20-23.フィードバック

02 支援サービス

Q1-2.IT支援サービス、Q3-4.IT支援サービス人員、Q5-7.サービスデスクサービスレ
ベル、Q8.サービスデスクチャネル、Q9.サービスデスク使用状況、Q10.サービスデス
クサービス、Q11.サービスデスク評価尺度、Q12.知識管理システム使用状況と人員
、Q13.ITサービス管理の成熟度、Q14.-15.補足情報、Q16-19.フィードバック

03 研究用計算サービス(Research Computing Services)

Q1.研究用計算機サービスの提供、Q2.研究用サービスの財源、Q3.研究のコンサル
ティングと支援サービス、Q4.研究の運用ITサービス、Q5.研究用計算評価尺度、Q6.

研究用計算の成熟度、Q7.研究用計算技術の展開、Q8-9.補足情報、Q10-13.フィー
ドバック

11



九州大学UIプロジェクト Kyudai Taro,2007

b. Core Data Serviceー調査項目

04 情報システムとアプリケーション

Q1.ITシステム、Q2.ITシステムの詳細、Q3.ITシステムの分析能力、Q4.ITシステム
のアップグレードと更新計画、Q5.ITシステムの製品、Q6.人事情報システム、Q7.人
事情報システムの詳細、Q8.人事情報システムの分析能力、Q9.人事情報システム
のアップグレードと更新計画、Q10.人事情報システムの製品、Q11.財務管理システ
ム、Q12.財務管理システムの詳細、Q13.財務管理システムの分析能力、Q14.財務
管理システムのアップグレードと更新計画、Q15.財務管理システムの製品、Q16.施
設管理システム、 Q17.施設管理システムの詳細、 Q18.施設管理システムの分析能
力、 Q19.施設管理システムのアップグレードと更新計画、 Q20.施設管理システム、
の製品、Q21.企業システム、 Q22.企業システムの詳細、 Q23.企業システムの分析
能力、 Q24.企業システムのアップグレードと更新計画、 Q25.企業システムの製品、
Q26.研究管理システム、 Q27.研究管理システムの詳細、 Q28.研究管理システムの
分析能力、 Q29.研究管理システムのアップグレードと更新計画、 Q30.研究管理シス
テムの製品、Q31-32.補足情報、Q33-36.フィードバック

05 能力と技術の展開(オプション)

Q1.学生成功技術の成熟度、Q2.学生成功技術の展開、Q3.ITガバナンス・リスク・コ
ンプライアンスの成熟度、Q4-5.補足情報、Q6-9.フィードバック
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・事業名称、実施者、調査時期、調査対象、回収数

b. Core Data Service、EDUCAUSE、年１回（秋）、大学、
800強の大学（2016）, 2,400加盟大学（300米国外）

目的

Colleges and universities use Core Data Service 
benchmarks to inform IT strategic planning and 
management.

調査大項目（H28年度,2016）

01.組織・人員・経費、02.教育技術サービス、03.情報セ
キュリティ、04.情報システムとアプリケーション、05. 能
力と技術の展開(オプション)

３） ICTに係わる既存の調査事業とその内容(b)

http://www.educause.edu/research-and-publications/research/core-data-service
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b. Core Data Serviceー調査項目

01 組織・人員・経費

Q1-3.最高IT管理者/身分、Q4.IT関連問題、Q5.技術採用、Q6.サービス提供、Q7.会
計年度、Q8.中央IT財源、Q9.学生の技術料、Q10-11.中央IT支出、Q12.IT分野にお
ける中央ITの支出額、Q13.運営、成長、変形(transform)における中央ITの支出額、
Q14.中央IT人員、Q15.分散IT、Q16.マルチキャンパスシステム/地区、Q17.アメリカ
外の組織、Q18-19.補足情報、Q20-23.フィードバック

02 教育技術サービス

Q1.教員支援サービス、Q2.教育技術サービス人員、Q3.教員支援、Q4.教室技術、
Q5-6.技術強化スペース、Q7.オンライン学習サービス、Q8.eラーニング技術の展開、
Q9.eラーニングの成熟度、Q10-11.補足情報、Q12-15.フィードバック

03 情報セキュリティ

Q1.情報セキュリティサービス提供、Q2-4.情報セキュリティ人員、Q5.情報セキュリテ
ィの成熟度、Q6.情報セキュリティ技術の展開、Q7.情報セキュリティ標準・枠組み、
Q8-9.情報セキュリティリスク評価、Q10-12.他機関協調と連合、Q13-15.IDとアクセ
ス管理、Q16-17.補足情報、Q18-21.フィードバック
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b. Core Data Serviceー調査項目

04 情報システムとアプリケーション

Q1.コアシステム、Q2.コアシステムの製品、Q3.コアシステムの詳細、Q4.提供されな
いコアシステム、Q5.付帯情報システム、Q6.付帯情報システムの製品、Q7.ITアーキ
テクチャのアプローチ、Q8-9.補足情報、Q10-13.フィードバック

05 能力と技術の展開(オプション)

Q1.分析の成熟度、Q2.分析の展開、Q3.ITサービス管理の成熟度、Q4.ITガバナン
ス・リスク・コンプライアンスの成熟度、Q5-6.補足情報、Q7-10.フィードバック
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・事業名称、実施者、調査時期、調査対象、回収数

b. Core Data Service、EDUCAUSE、年１回（秋）、大学、800
強の大学（2015）, 2,400加盟大学（300米国外）

目的

Colleges and universities use Core Data Service 
benchmarks to inform IT strategic planning and 
management.

調査大項目（H27年度）

01.組織・人員・経費、02.支援サービス、03.教育技術サービ
ス、04.研究用計算サービス、05.データセンター、05.通信基
盤サービス、07.情報セキュリティ、08.情報システムとアプリ
ケーション

３） ICTに係わる既存の調査事業とその内容(b)

http://www.educause.edu/research-and-publications/research/core-data-service
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b. Core Data Serviceー調査項目

01 組織・人員・経費

Q1-3.最高IT管理者/職員の身分、Q4-5.最高IT管理者/職員、Q6-7.サービス提供、

Q8.ITIL、Q9-10.IT戦略、Q11.改革の文化、Q12.ITポリシー、Q13.ITガバナンスの成
熟度、Q14.ITリスク管理、Q15.会計年度、Q16.中央IT財源、Q17.学生IT費用、

Q18-19.中央ITの支出、Q20.IT分野における中央ITの支出、Q21.機関ミッションにお
ける中央ITの支出、Q22.運営、成長、変形(transform)における中央ITの支出、Q23.

中央ITの運営支出（アウトソーシング）、Q24.中央ITの資本支出（アウトソーシング）、
Q25-27.中央ITの補償、Q28-29.中央ITの人材、Q30.分散IT、Q31.マルチキャンパス
システム・地域の中央オフィス、Q32.アメリカ外の組織、Q33-34.補足情報、Q35-38.

フィードバック

02 支援サービス

Q1-1.IT支援サービス、Q3-4.デスクトップ計算基盤、Q5-7.ヘルプデスクサービスレベ
ル、Q8.ヘルプデスクサービス、Q9.ヘルプデスク支援デバイス、Q10.ヘルプデスクの
評価尺度、Q11-12.ヘルプデスクの利用状況、Q13.ヘルプデスクの満足度、Q14.知
識管理システムの利用状況と人員、Q15-16.補足情報、Q17-20.フィードバック
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b. Core Data Serviceー調査項目

03 教育技術サービス

Q1.教員支援サービス、Q2.教育技術サービス人員、Q3.教員支援、Q4.教室技術 、
Q5-6.技術強化スペース、Q7.オンライン学習サービス、Q8.Eラーニング技術の展開
、Q9.Eラーニングの成熟度、Q10.学生成功技術の成熟度、Q11-12.補足情報、Q13-

16.フィードバック

04 研究用計算サービス

Q1.研究用計算サービスの提供、Q2.研究のコンサルティングと支援サービス、Q3.研
究の運用的ITサービス、Q4.外部研究者向けサービス、Q5.研究用計算の成熟度、
Q6.研究用計算技術の展開、Q7.高性能コンピューティング(HPC)、Q8.高性能ネット
ワーク、Q9-10. 研究サービスの財源、Q11.補助金の役割、Q12-13.補足情報、Q14-

17.フィードバック

05 データセンター

Q1.データセンタの管理、Q2.データセンターの数、Q3-4.データセンター支援、Q5.デ
ータセンター占有率、Q6-7.データセンターサーバタイプ、Q8.データセンターOS、Q9.

データセンター電源、Q10.データセンターストレージシステム、Q11.データセンター環
境、Q12.データセンター監視、Q13.クラウドサービス、Q14.データセンタの災害時の
復旧対応、Q15-16.補足情報、Q17-20.フィードバック
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b. Core Data Serviceー調査項目

06 通信基盤サービス

Q1-2.通信基盤サービス、Q3.通信基盤技術の展開、Q4-6.ネットワーク管理、Q7.有
線ネットワークのサイズと範囲、Q8.無線ネットワークのサイズと範囲、Q9-10.ネットワ
ークのサイズと範囲（その他）、Q11.利用可能な通信帯域幅、Q12-13.ネットワーク・
アクセス、Q14-16.レジデンスホールサービス、Q17.電話サービス、Q18.携帯電話サ
ービス、Q19.非常通知システム、Q20.ビデオサービス、Q21-22.補足情報、Q23-26.

フィードバック

07 情報セキュリティ

Q1.情報セキュリティサービスの提供、Q2-4.情報セキュリティ人員、

Q5.情報セキュリティの成熟度、Q6.情報セキュリティ技術の展開、Q7.情報セキュリテ
ィの標準と枠組み、Q8-9.情報セキュリティのリスク評価、Q10-11.情報セキュリティ教
育、Q12.情報セキュリティの評価尺度、Q13-14.複数機関協調と連合、Q15-16.補足
情報、Q17-20.フィードバック

08 情報システムとアプリケーション

Q1.コアシステム、Q2.コアシステムの製品、Q3.コアシステムの詳細、Q4.提供されな
いコアシステム、Q5.付帯情報システム、Q6.付帯情報システムの製品、Q7.分析の成
熟度、Q8.分析の展開、Q9.ITアーキテクチャのアプローチ、Q10-11.補足情報、Q12-

15.フィードバック
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・事業名称、実施者、調査時期、調査対象、回答率
c.高等教育機関等におけるICTの利活用に関する調査、

AXIES･ICT利活用教育部会、年１回（秋）?
目的
我が国の高等教育機関等におけるICT利活用教育の将来
像を描く上で不可欠な基礎データの収集と分析

調査大項目（H29年度,2017）
(大学事務局用)Ⅰ.基本情報(Q1)､Ⅱ.組織戦略(Q2-14)､Ⅲ.オー
プンエデュケーション(Q15-25)､Ⅳ.ICT活用教育実施状況(Q26-
32)､Ⅴ.ICT活用教育の効果(Q33-37)､Ⅵ.支援体制(Q38-46)､Ⅶ.
そのほか(Q47-48)､Ⅷ.回答者情報

https://axies.jp/ja/ict

３） ICTに係わる既存の調査事業とその内容(c)

https://axies.jp/ja/ict
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調査大項目まとめ

a. 学術情報基盤実態調査

1.組織・運営体制、2.学内LAN（学内ネットワーク）の整備状況、3.ネットワーク装置等整
備状況、4.教育への活用、5.セキュリティ、6.速計算機、7.クラウドの運用、8.課題

情報基盤センター（情報統括本部）等全学のシステムが対象、学部・研究科や特定の部局のシステムの
データがない、ICTに係わるサービスのための教育体制等のデータがない、データ/コンテンツに関する
データがない。財源等に関するデータがない。

b. Core Data Service

調査大項目（H29年度,2017）

01.組織・人員・経費、02.支援サービス、03.研究用計算サービス、04.情報システムとアプ
リケーション、05. 能力と技術の展開(オプション)

調査大項目（H28年度,2016）

01.組織・人員・経費、02.教育技術サービス、03.情報セキュリティ、04.情報システムとア
プリケーション、05. 能力と技術の展開(オプション)

調査大項目（H27年度,2015）

01.組織・人員・経費、02.支援サービス、03.教育技術サービス、04.研究用計算サービス
、05.データセンター、05.通信基盤サービス、07.情報セキュリティ、08.情報システムとア
プリケーション
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http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/26/03/1345298.htm
http://www.educause.edu/research-and-publications/research/core-data-service
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4) 公開データの整理と結果報告

a) 学術情報基盤実態調査
a) H29年度 調査結果の概要

b) H28年度 調査結果の概要

c) H27年度 調査結果の概要

d) H26年度 調査結果の概要

・
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&toukei=00400601&tstat=000001015878

b) Core Data Service

a) 2017 CDS Benchmarking Report—forthcoming

b) 2016 CDS Benchmarking Report

c) 2015 CDS Benchmarking Report

d) 2014 CDS Benchmarking Report

・
https://www.educause.edu/research-and-publications/research/core-data-service/data-use-cases
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http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/30/03/1402588.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/29/03/1383655.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/28/03/1368704.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/27/03/1356099.htm
https://library.educause.edu/resources/2017/4/2016-educause-core-data-service-cds-benchmarking-report
https://library.educause.edu/resources/2017/4/2016-educause-core-data-service-cds-benchmarking-report
https://library.educause.edu/resources/2016/3/2015-cds-benchmarking-report
https://library.educause.edu/resources/2015/2/2014-cds-benchmarking-report
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